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３月１日、令和３年度青森県立田子高等学校第４４回卒業証書授与式が執り行われ、最後の卒業生８名に
卒業証書が授与されました。詳しくは２・３ページをご覧ください。
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●
今
月
の
話
題

　

３
月
１
日
、
令
和
３
年
度
青
森
県
立
田
子
高
等
学
校
第
44
回
卒
業
証

書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
田

子
高
校
が
閉
校
を
迎
え
る
た
め
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
男
子
７
名
、

女
子
１
名
の
計
８
名
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
校
歌
斉
唱
と
し
て
、
感
謝
の
想
い
を
乗
せ
て
歌
う
卒

業
生
の
姿
は
、
保
護
者
や
恩
師
、
来
賓
の
方
々
の
涙
を
誘
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
長
い
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
母
校
を
目
に
焼
き
付
け
、

誇
り
と
思
い
出
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

青
森
県
立
田
子
高
等
学
校

第
44
回 

卒
業
証
書
授
与
式

◆ 校長式辞（抜粋）青森県立田子高等学校　小野淳美 校長
　本日ここに、多くのご来賓と保護者の皆様のご臨席のもと、
第44回卒業証書授与式を挙行できますことは、卒業生はもとよ
り、本校にとりましても大きな喜びであります。そして、卒業
生の前途をともに祝福していただけますことを厚くお礼申し上
げます。
　保護者の皆様、お子様のご卒業おめでとうございます。日々

励ましながらともにご苦労を重ねてこられたことと思います。高校卒業という
節目を迎えられたことに心から敬意を表します。
　ただいま卒業証書を授与された８名の皆さん、卒業おめでとう。心からお祝
いを申し上げます。３年前、これから始まる高校生活に胸をときめかせて入学
した日のことを覚えていますか。学びの環境が変化する中ではありましたが、
その日に抱いた目標に向かって努力した３年間でしたでしょうか。１年生の１０
月に本校の募集停止が決まり、自分たちが最後の卒業生となることに、不安を
抱いたことでしょう。その中で、力を合わせ、今年は昨年以上に工夫を凝らし
ながら学校行事等を送ってきました。
　これから、人のために尽くし人が喜んでくれることを自分の喜びとしてくだ
さい。そして、常に感謝の気持ちを忘れず相手に対し、その気持ちをきちんと
表現できる人になってください。健康に留意し、自分で決めたその道を一歩ず
つしっかりと進んでください。皆さんは閉校後もずっと栄えある田子高校の卒
業生です。閉校式で歌うことができなかった校歌を最後にともに歌い学校にお
別れしましょう。これからも一人一人がその力を発揮して末永く幸せな人生を
送ることを心から祈念して式辞といたします。

令
和
３
年
度
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●
今
月
の
話
題

　校歌の制定
　校歌は、作詞小林純一氏、作曲中田喜直氏によって昭和54
年２月26日に完成しました。このお二人は全国の学校の校歌
をいくつも手がけています。着任してすぐの頃、体育館の校
歌額を見て、中田喜直ってあの有名な！？と驚きました。「小
さい秋みつけた」、「めだかの学校」、「雪の降る町を」など知
らない人はいないと思います。小林氏は「おおきなたいこ　
ど～ん　ど～ん、ちいさなたいことんとんとん」の「おおき
なたいこ」、「手をたたきましょう　たんたんたん・・・」の
「手をたたきましょう」などの童謡の作詞者です。なんと有
名な方々の作品なのでしょう！　依頼のいきさつを調べる

と、田子町出身で講談社副社長だった足澤禎吉氏の推挙によ
るものでした。小林氏は学校をイメージするために開校の２
年前（まだ校舎が建つ前）に雪の中、学校の敷地に足を運ん
でくださり、そびえ立つ校舎を想像して歌詞を書かれたそう
です。「自分としては苦労の仕甲斐があった仕上がりだった
と自分に言い聞かせる作品が完成した」とのことでした。そ
して作曲は小林氏と数々の歌を作ってきた中田氏に依頼した
のでした。２月26日に完成した校歌は３月１日の卒業式でお
披露目したのでしょう。
　私のお気に入りのフレーズは、３番の「栄あれ　その名　
田子　おお　田子高校」です。

文責　青森県立田子高等学校 校長 小野淳美

「田子高校の軌跡」 No.6

● 久保大樹（田子町）
　田子高校では郷土芸能やポスターセッション
など、普通の高校では体験できないようなこと
ができました。これらの体験をふまえて中学生
の頃よりも人前に出て物事を成し遂げる能力が
身につきました。自分を成長させてくれた田子
高校にはとても感謝しています。今年で田子高
校は閉校してしまい、長い歴史に幕を閉じてし
まいます。卒業しても田子高校生であったこと

を忘れずに感謝の気持ちを持って生活していきたいと思います。

● 杉沢泰盛（田子町）
　私の田子高校での思い出は部活動です。私は
高校に入学して弓道部と郷土芸能部に入部しま
した。どちらも初めてやるということもあり、一
年目は慣れるのに精一杯でした。また、卒業生
やコーチ、町民の方からも教えてもらう機会が
多くあり、楽しかったです。２年生になり、コロ
ナウイルスの影響で大会がなくなっていく中で
も、仲間と助け合いながら最後までやりきるこ
とができました。このような一つ一つの経験を大切にしていきたいです。

● 宮川悠飛（田子町）
　私の田子高校での思い出は高校一年生の時
に行なった体育祭です。全校生徒２９名という
少ない人数でしたが、全員がチームごとに力を
合わせて楽しみながら取り組んでいました。一
番楽しかったのは「アルティメット」という競
技で運動にあまり自信のない私ですが、チーム
のために活躍することができました。田子高校
は私たちが最後の卒業生です。田子高校生とし
ての誇りを持ってこれからも頑張っていきたいと思います。

● 寺沢大介（南部町）
　私はこの高校に入学してからたくさんの良
い思い出を作ることができました。一年生の
時に先輩やクラスメイトと共に披露した神楽
坂での郷土芸能部での活動。人数が少ない中
で工夫して行なった体育祭や球技大会。三年
生の時、田子町の文化祭と合同で開催した田
高祭。そして、総合文化部で「うまいもん甲
子園」に出場し勝ち取った準優勝。忘れられ

ない思い出となりました。

● 佐藤　空（南部町）
　田子高校に入学し、たくさんのことを経験し
ました。たくさんの思い出がありますが、特に
思い出に残っていることは、二つあります。一
つ目は１年生の時に行った東京神楽坂公演で
す。二つ目は３年生の時に行ったカワヨグリー
ン牧場、三沢航空科学館への遠足です。パーク
ゴルフやテーブルマナーなどコロナ禍でも十分
楽しめました。田子高校では他の高校では経験

できないようなことができ、自分の成長につながった高校三年間でした。

● 足澤慶悟（田子町）
　私の田子高校での思い出は郷土芸能を教わり
全国大会出場の切符を手にできたことです。少
ない人数の参加でしたが、妖艶に演技できるよ
うに皆で努力した結果だと思います。また、弓
道部では弓を引く楽しさを学びました。試合に
出場する部員はたった３人だけでしたが、コー
チの熱心なご指導のお陰で的中率を上げること
ができました。そして何よりも田子高校最後の
卒業生として私たち８人が出会えたことが一番最高でした。

● 西野ユウナ（三戸町）
　私の高校三年間の思い出は総合文化部での活
動です。田子町への恩返しのために「うまいも
ん甲子園」に参加しました。最初はうまく料理
を作ることができず大変でした。何回も作って
話し合いをして、全国大会へ出場することがで
きました。全国大会では今まで作った中で一番
良い料理を作ることができ、準優勝をいただく
ことができました。とても良い経験になったし、
田子高校が閉校する前に田子町へ恩返しすることができて良かったで
す。忘れられない思い出です。

● 名久井楽有（田子町）
　私が高校三年間で一番印象に残っているこ
とはやはり部活動です。私は高校に入って初め
てソフトテニスをしました。最初は全く分から
ないまま試合に出ていました。試合後、先輩に
改善点のアドバイスをもらったり、伊藤先生の
ご指導を受けたりして徐々に上達していきまし
た。私はとてもうれしかったです。これからも
私は機会を見つけて、ソフトテニスを続けてい

きたいと思っています。そして、ソフトテニスから学んだことを今後
に生かして一生懸命頑張りたいです。

祝 卒業　田子高校の思い出

※校歌は裏表紙に掲載しています。
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▽文化賞（個人）
　大坊拓也（名久井農高２）
▽文化賞（団体）
　田子高等学校総合文化部
▽文化功労賞（個人）
　山市忠男　　袖村広美
　新井田佳子　櫻井悠喜
▽文化奨励賞（個人）
　菊地愛鈴（三戸高３）
▽児童・生徒文化奨励賞（個人）
　木谷歩夢（田子中３）　
▽児童・生徒文化奨励賞（団体）
　田子中学校吹奏楽部

◆ 文化賞部門 ◆ スポーツ賞部門
▽スポーツ功労賞
　笠原広幸　新田賢三　山崎喜章
▽スポーツ賞（個人）
　澤口仁誉（八戸工大一高３）　加藤宗馬（八戸工大一高３）
　滝沢楓花（八学光星高３）　　吉田陽菜（三本木農高３）
　笠原凪紗（八学光星高２）　　冨樫心寧（八戸西高２）
▽スポーツ奨励賞（個人）
　中村悠真（田子中３）　 大野日菜子（田子中３）小笠原杏華（田子中３）
　新井田未徠（田子中３）山本透（田子中２）　　  森崎愛実（田子中２）
▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子中学校相撲部　田子中学校特設男子スキー部（アルペン）
　田子中学校特設男子スキー部（クロスカントリー）
　田子中学校特設女子スキー部（アルペン）

２月17日、中央公民館ホールで令和３年田子町文化賞・スポーツ賞表彰式が行われ、文化活動や
スポーツ活動において特に活躍が顕著だった方に表彰状が贈られました。結果は次のとおりです。

田子町文化賞・スポーツ賞表彰

文化賞を受賞された方々

田子高校総合文化部代表
西野さん

スポーツ功労賞を受ける
山崎さん

スポーツ賞を受賞された方々

●
今
月
の
話
題

　２月３日、たっここども園・かみごうこども園・田
子幼稚園にて節分行事が行われました。園児らは、突
然やってきた鬼に向かって、勇ましく豆をぶつけ、み
ごと退散させることに成功しました。

　たっここども園では、
豆まきの由来について
のお話を聞いた後、「鬼
はそと～、福はうち～」
と元気に声を発しなが
ら、鬼にむかって豆ま
きをしました。泣き出
す子はほとんどおらず、

果敢に鬼に向かう姿をみせました。また、節分にちな
んだ給食を好き嫌いなく食べ、鬼に負けない体づくり
をしました。
　かみごうこども園では、クイズをとおして楽しく節
分を学んでいました。また、みんなのこころの中の鬼
を、それぞれ発表し、豆まきをすることで「いじわる

鬼」や「おこりんぼう
鬼」、「なきむし鬼」な
どを退治しました。最
後には、「鬼をやっつ
けたぞー」とガッツポ
ーズをし、泣いていた
園児も笑顔をみせました。
　田子幼稚園では、元気で健康に過ごせるよう、悪い
ものを退治するため、童謡「豆まき」を歌いながら、
豆をまきました。年長である宇宙組の園児はカミシモ
を身にまとい、泣きながらも鬼にたち向かう勇姿をみ

せました。最後に、園
児らは「よい子にする
こと」と「好き嫌いな
く何でも食べること」
を鬼と約束しました。

カミシモをまとい豆まき

鬼はそと～福はうち～

鬼をやっつけたぞー

みんなで鬼をやっつけろ！ 節分行事みんなで鬼をやっつけろ！ 節分行事
●トピックス
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（
写
真
１
）町
内
最
高
齢
の
種
市
さ
ん
（
中
央
）

（
写
真
２
）
ホ
タ
テ
販
売
を
待
つ
人
々
で
で
き

　

た
長
蛇
の
列

（
写
真
３
）
お
楽
し
み
抽
選
会

祝　

種
市
よ
ね
さ
ん

～
敬
老
祝
い
金
贈
呈
式
～

（
※
写
真
１
）

　

２
月
１
日
、
町
内
最
高
齢
と

な
ら
れ
た
種
市
よ
ね
さ
ん（
サ

ン
モ
ー
ル
）の
満
１
０
５
歳
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
せ
せ
ら
ぎ

の
郷
で
敬
老
祝
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は

山
本
晴
美
町
長
か
ら
「
町
内
最

高
齢
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。
来
年
も
お
祝
い
に
来
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
と
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

種
市
さ
ん
は
、
大
正
６
年
１

月
に
三
戸
郡
田
子
村
で
お
生
ま

れ
に
な
り
、
現
在
は
、
ご
自
宅

で
息
子
の
芳
正
さ
ん
ご
家
族
と

穏
や
か
に
暮
ら
し
て
お
り
、
田

子
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
は
毎
週
火
曜
日
に

通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

田
子
町
の
１
０
０
歳
以
上
の

方
は
種
市
よ
ね
さ
ん
を
含
め
７

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
子
ま
け
る
日
（
※
写
真
２
・
３
）

　

２
月
９
日
と
10
日
、
田
子
ス

タ
ン
プ
会
主
催
の
「
田
子
ま
け

る
日
」
が
町
内
各
商
店
等
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
田

子
ま
け
る
日
」
は
、
町
内
ま
け

る
日
各
参
加
店
で
の
セ
ー
ル
や
、

５
０
０
円
以
上
の
お
買
い
物
で

１
枚
も
ら
え
る
補
助
券
６
枚
で

１
回
挑
戦
で
き
る
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

商
店
の
活
性
化
等
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。　

　

ま
た
、
ま
け
る
日
特
別
参
加

店
と
し
て
八
戸
市
や
野
辺
地
町

な
ど
町
外
か
ら
の
出
店
も
あ
り
、

陸
奥
湾
産
活
ホ
タ
テ
販
売
で
は
、

開
始
５
分
で
売
り
切
れ
る
と
い

っ
た
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会

（
※
写
真
４
）

　

２
月
10
日
、
飯
豊
生
活
館
で

町
長
と
町
民
の
対
話
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
長
と
町
民
の

方
々
が
町
の
現
状
や
将
来
に
つ

い
て
自
由
に
語
り
合
う
場
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
、
広
く
町

民
の
皆
様
か
ら
意
見
等
を
伺
い
、

地
域
の
問
題
解
決
や
行
政
運
営

の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
10
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
飯
豊
生
活
館

で
は
７
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

飯
豊
地
区
が
取
り
組
む
自
主
防

災
組
織
の
活
動
状
況
や
今
後
の

運
営
方
法
、
ほ
場
整
備
や
高
校

生
の
通
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど

様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。
今
年
度
も
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
抽
選
会

（
※
写
真
５
・
６
）

　

２
月
17
日
、
三
戸
町
役
場
庁

舎
で
「
三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
の
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、

三
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
の

商
工
会
及
び
町
商
工
担
当
課
で

構
成
す
る
三
町
食
べ
歩
き
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会
が
令

和
２
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
事

業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
外
出
控

え
や
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対

応
な
ど
、
飲
食
店
の
従
来
ど
お

り
の
経
営
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
飲
食
店
利
用
の

消
費
喚
起
と
消
費
誘
客
交
流
を

図
り
、
地
域
経
済
活
性
化
の
一

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
４
）
飯
豊
生
活
館
の
様
子
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（
写
真
５
）
抽
選
会
の
様
子

（
写
真
７
）
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
町
長
と
語
る

　

会
の
様
子

（
写
真
８
）
日
本
で
は
見
か
け
な
い
珍
し
い
野

　

菜
を
紹
介
し
て
も
ら
う

（
写
真
９
）

　

ヴ
ィ
ト
さ
ん

（
写
真
６
）
田
子
町
の
特
産
品
詰
め
合

　

わ
せ
セ
ッ
ト

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
は
、
三

町
内
各
参
加
店
で
配
布
し
て
い

る
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
飲
食
１

回
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
１
個
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
各
町
２
個

ず
つ
合
計
６
個
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
次
回
千
円
分
の
飲

食
ク
ー
ポ
ン
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
抽
選
会
で

は
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
30
名
に
各

町
の
特
産
品
詰
合
せ（
１
万
円

相
当
）が
贈
ら
れ
、
期
間
中
の

ク
ー
ポ
ン
の
利
用
は
延
べ
１
４

３
６
件
あ
り
、
岩
手
県
や
秋
田

県
な
ど
県
外
か
ら
の
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

　

三
町
食
べ
歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
実
行
委
員
会
の
釜
澤
英
文

委
員
長（
三
戸
町
商
工
会
長
）

は
「
昨
年
度
よ
り
倍
以
上
の
利

用
が
あ
っ
た
今
回
は
、お
客
様
、

お
店
、
地
元
か
ら
喜
び
の
声
が

多
数
あ
り
、
今
後
も
三
町
食
べ

歩
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
続
け

た
い
」
と
述
べ
、
次
回
開
催
へ

の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

第
13
回
新
春
町
長
と
語
る

会
（
※
写
真
７
）

　

２
月
21
日
、
田
子
地
区
Ｖ
ｉ

Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン（
田
川
和
枝
代

表
）
が
主
催
す
る
「
第
13
回
新

春
町
長
と
語
る
会
」
が
開
催
さ

れ
、
女
性
農
業
者
と
し
て
の
視

点
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

農
業
経
営
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
や
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
と
し
て

の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
ほ
か
、
深
刻
な
労
働
力
不

足
や
直
売
所
に
お
け
る
販
売
戦

略
、
郷
土
料
理
の
継
承
方
法
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
か
ら
の「
Ｖ
ｉ
Ｃ・

ウ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
か
ら
は
い

つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
激
励

の
言
葉
を
受
け
、
田
川
さ
ん
は

「
仲
間
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、

会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
述
べ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン

見
学
（
※
写
真
８
・
９
）

　

２
月
28
日
、
田
子
小
学
校
の

４
年
生
を
対
象
に
「
ア
メ
リ
カ

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
見
学

交
流
会
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
ビ
デ
オ
通
話
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
田
子
町
に
ん
に
く

国
際
交
流
協
会
の
協
力
の
も
と

外
国
語
活
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
英
語
を
母
国

語
と
し
て
い
る
外
国
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
ゲ
ス
ト
と
の

交
流
や
体
験
を
通
し
て
、
そ
の

国
の
生
活
習
慣
や
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
学
交
流
会
は
、
ギ
ル
ロ
イ

姉
妹
都
市
協
会
員
の
ヴ
ィ
ト
・

メ
ル
カ
ー
ド
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
行
わ
れ
、
お
互
い
に
英
語
で

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
あ
と
、

ギ
ル
ロ
イ
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
「
ノ
ブ
・
ヒ
ル
・
フ

ー
ズ
」
の
店
内
を
元
店
長
の
ヴ

ィ
ト
さ
ん
が
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
中
で
も
、
バ
ケ
ツ
の
よ

う
な
大
き
い
サ
イ
ズ
の
容
器
に

入
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
、

ブ
ロ
ッ
ク
で
売
ら
れ
て
い
る
巨

大
な
牛
肉
の
塊
に
児
童
か
ら
は

驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
日
本

に
は
な
い
も
の
が
売
ら
れ
て
い

て
び
っ
く
り
し
た
け
ど
、
い
ろ

い
ろ
見
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
４月は運転免許を取り立ての初心者ドライ
バー、新入学園児や新入学児童の交通事故が
発生する心配な時期です。ドライバーも歩行
者も交通安全に配慮しましょう。

　地域おこし協力隊の五十嵐
です。先日、田子高校、町内
事業者と連携して、田子高校
がうまいもん甲子園で準優勝
に輝いた田子イチ推し♡寿司
をお弁当として販売いたしま
した。150個用意した予約注
文はあっという間にいっぱいになり、多くの皆様に楽しんでい
ただける機会となったことに高校生たちも喜んでいたようでし
た。個人的にも、２年前に閉校を知ってから、何か高校生たち
と一緒に活動できればと考えていたので、最後の最後で高校生
たちと一緒に活動ができ、うれしい想いでいっぱいでした。高
校生の皆さん、レシピを残してくれてありがとうございました。
またいつか田子町で会えることを願っています！

　こんにちは、木村知子です。先日
治樹隊員とともに、田子幼稚園にて

「親子で楽しくパン作り会」をしてき
ました！　予定では食育活動の一環
として、パン生地を成形→二次発酵→焼くという手順まで一緒
に行う予定でしたが、コロナの影響により、こちらでクリームパ
ンを作り、完成したパンに園児さんたちでデコレーションをし
て楽しんでもらうことになりました。当日は保護者の方も一緒
に、丸いクリームパンにチョコペンなどで好きにお絵かきをし
てもらいましたが、中にはチョコペンを使い切り芸術を爆発さ
せている子もいました（笑）。保護者さんからは「なかなかこう
いうことを家でできないのでありがたい」「クリームパンしっと
りしておいしいです」など喜んでいただけたようで、私たちも
安心しました。次年度はパン作りができるといいなと思います。

　こんにちは木村治樹です！　この度、町内の小売り店を対象
に協力隊で取材をさせていただき、取材内容を「広報たっこ」
や協力隊公式ＳＮＳにて発表。また、制作した動画をＴＣＶ内
の「地域おこしチャンネル」など各所にて発信していきたいと
思っております。
　私自身、移住してきてもうそろそろ一年になりますが、まだ
まだ利用したことのない店舗があり、町内の方々でもそのよう
な方がいるのでは？と思ったと同時に、何か日々奮闘されてい
るお店の方々を応援できないかと思い、始めさせていただきま
す。ぜひ各所でご覧いただき、改めて町内のお店をよりよく知っ
て、ご利用していただくきっかけになれば大変ありがたいです。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

◆田子幼稚園での活動　　　　　　

◆町内の取材を始めさせていただきます！！！　　

◆田子イチ推し♡寿司弁当　　　　　

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

■  住民税非課税世帯に対する臨時特別給付
　金（家計急変世帯）に係る支給手続きに
　ついて
　令和３年１月以降に新型コロナウイルス感染症
の影響で家計急変のあった世帯を支援します。

◎給付金を受け取るには、申請が必要です。
◎申請書に必要事項を記入して、添付書類ととも

に田子町の窓口に、直接または郵送でご提出く
ださい。

▼支給額　１０万円
▼申請期限　令和４年９月３０日（金）

●家計急変世帯とは？
　世帯全員のそれぞれの１年間の収入見込額（令
和３年１月以降の任意の１カ月の収入を１２倍し
た額）または１年間の所得見込額（当該収入見込額
から１年間の経費等の見込額を控除した額）が、
住民税均等割が非課税となる水準に相当する額以
下である世帯のこと。

扶養している
親族等の状況

非課税相当額
収入限度額

非課税相当
所得限度額

単身または扶養親
族がいない場合 ９３０，０００円 ３８０，０００円

配偶者・扶養親族
（１名）を扶養し

ている場合
１，３７８，０００円 ８２８，０００円

配偶者・扶養親族
（２名）を扶養し

ている場合
１，６８３，９９９円 １，１０８，０００円

配偶者・扶養親族
（３名）を扶養し

ている場合
２，０９９，９９９円 １，３８８，０００円

配偶者・扶養親族
（４名）を扶養し

ている場合
２，４９９，０００円 １，６６８，０００円

障害者、未成年
者、寡婦またはひ
とり親の場合

２，０４３，９９９円 １，３５０，０００円

問役場住民課福祉グループ（尾形）
☎２０−７１１９

■  令和４年度の春の狂犬病予防注射について
　５月１０日（火）～５月１３日（金）が春の予防注射
の日程となっております。詳しい内容については、
５月号に掲載いたしますので確認をお願いしま
す。また、犬を飼育されている方には
個別にはがきにて通知いたします。
問役場住民課住民環境グループ（戸川）

☎２０ー７１１３



8

●
お
知
ら
せ

■  国家公務員採用試験のお知らせ
　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施
します。

試験名 申込受付期間 第１次試験日

総合職
（院卒者・大卒程度）

【インターネット】
３月18日（金）午前
９時～４月４日（月）

〔受信有効〕

４月24日（日）

一般職（大卒程度） ６月12日（日）

一般職（高卒者）

【インターネット】
６月20日（月）午前
９時～６月29日（水）

〔受信有効〕
９月４日（日）

　なお、申込方法や受験資格、詳しい内容については、
人事院ホームページ、または下記にお問い合わせくだ
さい。
問人事院東北事務局第二課試験係
　☎０２２−２２１−２０２２
　人事院ホームページ
　https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

■  三戸警察署から重要なお知らせ

　令和４年４月から三戸警察署での運転免許関係
の手続きは「記載事項変更の届出」「運転免許の
自主返納」（自主返納と同時の）「運転経歴証明書
の申請・交付」のみの受付となります。

　免許更新等の申請は、近隣の受付場所を
ご利用ください。
※三戸警察署での免許更新手続きについ

ては、毎月１回、出張更新窓口（高齢者
講習受講済みの方が対象）が開設されます。

　受付日・受付時間帯の詳細は、お問い合わせください。
▼近隣の受付場所

受付場所 受付曜日
青森県運転免許センター 月～金曜日、日曜日

八戸自動車運転免許試験場 月～木曜日、第１・３・５
金曜日、第２・４日曜日

十和田警察署 月～金曜日※更新時講習実
施日は別途ご確認ください。

※土曜日、祝日、年末年始は閉庁日となります。
問三戸警察署交通課 ☎２２−１１３５

■  「環境美化の日」町民一斉クリーンアップに
　ついて
　クリーンアップ作戦の日程についてお知
らせいたします。美しいまちづくり条例

（平成２６年条例１７条）の趣旨に基づき、毎
年４月第３日曜日に定めた環境美化の日に実施し、今
年は４月１７日（日）が予定日となっております。また、
クリーンアップ作戦を実施するにあたっては、十分な
新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら実施
していただきますようお願いいたします。
　なお詳細等につきましては、今後チラシ等により周
知いたしますのでよろしくお願いいたします。

問役場住民課住民環境グループ（戸川）☎２０ー７１１３

■  県税手続きの際は、マイナンバーの記載と
　本人確認にご協力を
　マイナンバー（個人番号）は、社会保障・税・災害
対策に係る行政手続きで利用されています。県税手続
きでは、次の２点にご協力をお願いします。

①個人番号及び法人番号記載欄のある税務関係書類（申
告書等）への番号の記載

②個人番号を記載した申告書等を提出する際の本人確認

▼本人確認書類の例
マイナンバーの確認 身元確認

　　　　　個人番号カード

通知カード（※） 運転免許証
またはパスポート等

※通知カードは、そのカードに記載された氏名、住所等
が住民票に記載されている事項と一致している場合に限
り、本人確認書類として利用できます。

　詳しくは、県ホームページ「マイナンバー制度に係
る県税手続について」をご覧ください。
問三八地域県民局県税部
　 ☎０１７８−２７−４４５５

＋

■  技能試験再開のお知らせ
　青森県運転免許センターでは、冬期間休止していた
自動二輪免許、大型特殊免許（農耕車）及びけん引免
許の技能試験を４月１日（金）から再開いたします。
　技能試験を受験される方は事前の予約が必要です。
▼予約受付　月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時まで
　※下記の連絡先にお電話ください。
問青森県運転免許センター試験・教習所係
　☎０１７−７８２−００８１

県 HP
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●
お
知
ら
せ

■  令和４年度田子町森林整備推進事業費補助金
　町では、森林整備を一層推進し、公益的機能の発揮
と持続的な森林経営を実現するため、田子町に所在す
る森林で三八地方森林組合または八戸市森林組合に委
託し、民有林野造林事業（青森県民有林野造林補助金
の交付決定を受けたもの。ただし、搬出を伴う作業種
は対象としない）を行った方に対し、経費の一部を補
助いたします。補助金は、造林者の造林委託に係る負
担金を減じる方法で森林組合に交付します。
　造林者の負担金は、作業種及び、作業現場の自然条
件等により額が異なりますので、申込方法など不明な
点がありましたら、下記連絡先までお問い合わせくだ
さい。

問役場産業振興課（森崎） ☎２０−７１１５
問八戸市森林組合 ☎０１７８−２１−８１５７
問三八地方森林組合 ☎２２−２６１５

■  後期高齢者で一定以上の所得のある方の
　医療費窓口負担割合が変わります
　後期高齢者医療においては、これまで、か
かった医療費の１割または３割を医療機関の
窓口でお支払いいただいてきました。今回、
令和４年１０月１日から、一定以上の所得がある方は、
現役並み所得者（窓口負担割合が３割の方）を除き、窓
口負担割合が２割になります。これは、後期高齢者（７
５歳以上）の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は
現役世代の負担（支援金）となっており、今後、医療費
の増大が見込まれるなか、現役世代の負担を抑え、国
民皆保険制度を未来につないでいくための見直しです。
　窓口負担割合が２割となるのは、世帯内の後期高齢
者のうち、課税所得が最大の方の課税所得が２８万円以
上で、かつ、後期高齢者がお一人の場合は年収２００万
円以上、お二人以上の場合は年収合計３２０万円以上の
方です（2021年中の所得をもとに、2022年８月頃から
判定が可能になり、９月頃に被保険者証を送ります )。
また、施行から３年間（2025年９月３０日まで）、２割負
担となる方について、窓口負担割合の引き上げに伴う
外来医療の自己負担増加額を１カ月で３，０００円までに
抑える配慮措置を講じます（入院の医療費は対象外で
す）。配慮措置の適用で払い戻しとなる方には、高額療
養費として、事前に登録されている口座へ後日払い戻
します。口座登録がまだの方には、2022年秋ごろに青
森県後期高齢者医療広域連合から申請書を郵送します
ので、登録をお願いします。

問青森県後期高齢者医療広域連合
　☎０１７−７２１−３８２１

問役場住民課福祉グループ（鳥井）☎２０−７１１９
問厚生労働省コールセンター☎０１２０−００２−７１９

■  高病原性鳥インフルエンザ感染拡大防止の
　ための野鳥との接し方等について
　高病原性鳥インフルエンザの感染拡大防止を図るた
め、白鳥などへの餌付け自粛など野鳥は自然のままで
静かに見守ってくださるよう、ご理解とご協力をお願
いします。

『野鳥との接し方について』
○野鳥の餌付けは、自粛をお願いします。
○死んだ野鳥など野生動物には、素手で触らないでく

ださい。また、ハクチョウなど野鳥が死んでいたら、
三八地域県民局または、田子町役場にご連絡ください。

○日常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に触
れた後には、手洗いとうがいをしていただければ、
過度に心配する必要はありません。

○野鳥の糞が靴の裏や車両に付くことにより、鳥イン
フルエンザウイルスが他の地域へ運ばれるおそれが
ありますので、野鳥に近づきすぎないようにしてく
ださい。特に、靴で糞を踏まないよう十分注意して、
必要に応じて消毒を行ってください。

○不必要に野鳥を追い立てたり、つかまえないように
してください。

問三八地域県民局地域農林水産部林業振興課
　 ☎０１７８−２７−５１１１（内線３４２）
問役場産業振興課（森崎） ☎２０−７１１５

■  農地を貸したい方と、農地を借りたい方を
　募集中～農地中間管理事業で有利に規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農業支援センターでは、県か
ら農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業
を実施しています。
　農地の所有者で、経営規模を縮小する方、または農
業をリタイアする方で、作付けしなくなった農地を、
中間管理機構へ貸してみませんか？
　中間管理機構が借り受けた農地は、新たに作付けす
る担い手に対して貸し付けの契約をします。これによ
り、耕作放棄地の増加が抑えられるとともに、農地の
有効活用が図られます。
　農地を貸したい意向がある方、農地を借り受ける意
向がある方は、それぞれ申込用紙の記入が必要です。
申込は、随時受付しております。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問役場産業振興課（袖村）☎２０−７１１６
問田子町農業委員会（堀川）☎２０−７１２０
問公益社団法人あおもり農業支援センター

　☎０１７−７７３−３１３１
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

新型コロナウイルス感染防止対策により、各施設利用者にはその都度確認を求める事項がありますので、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

令和４年度行事予定
●５月
▽５月～11月（全４回）
　健康ウォーク
　５月３日（火・祝）
　８月７日（日）
　９月25日（日）
　11月３日（木・祝）
▽25日（水）
　田子町チャレンジデー2022

▽５月下旬～10月
　田子神楽養成講座

小学生から高校生ま
でを対象に参加者を
募集します

●６月
▽11日（土）、12日（日）
　第73回三戸郡総合体育大会（主会場　南部町）

●７月
▽７月下旬
　キャンピングワールド2022

▽30日（土）、31日（日）
　第76回市町村対抗青森県民体育大会（会場　上北地域）

●８月
▽１日（月）～３日（水）
　水泳教室

小学４年生から６年
生を対象に行います

●９月
▽４日（日）
　第30回青森県民駅伝競走大会（青森市）　
▽11日（日）
　第68回田子町民大運動会　

●10月
▽29日（土）、30日（日）
　田子ひとくるめゃ文化祭　

●１月
▽６日（金）
　第49回新春書き初め大会

子どもから大人まで参加
可能です

▽８日（日）
　令和５年田子町成人式（仮称）

対象　平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの方

民法改正により令和４年
４月１日から成年年齢が
18歳に引き下げとなり
ますが、町ではこれまで
どおり20歳の方を対象
に行います

●２月
▽16日（木）
　令和４年田子町文化賞・スポーツ賞表彰式
▽19日（日）
　令和４年度田子町生涯学習町民研修会

※日程は変更になる場合があります。
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●医療、生活
▽認知症世界の歩き方／492カ
▽暮らしのおへそ33 ／590ク

●園芸・林業
▽知識ゼロからの有機・無農薬の家

庭菜園／626ホ
▽小さい林業で稼ぐコツ２／651チ

●歴史・時代小説
▽小牧長久手仁義／三河雑兵心得８

／井原忠政／913イ
▽夢おくり／便り屋お葉日月抄１／

今井絵美子／913イ
▽泣きぼくろ／便り屋お葉日月抄２

／今井絵美子／913イ
▽合縁奇縁／取次屋栄三14 ／岡本

さとる／913オ
▽三十石船／取次屋栄三15 ／岡本

さとる／913オ
▽鎌倉燃ゆ／谷津矢車ほか／913カ
▽傑作！名手たちが描いた小説・鎌

倉殿の世界／913ケ
▽光る海／新・酔いどれ小藤次２２

／佐伯泰英／913サ
▽わらべうた／童子／時代小説傑作

選／宮部みゆきほか／913ジ
▽あきない正傳金と銀12 ／出帆篇

／髙田郁／913タ
▽恋椿／橋廻り同心平七郎控１／藤

原緋沙子／913フ
▽火の華／橋廻り同心平七郎控２／

藤原緋沙子／913フ

●ミステリー・サスペンス・警察
　小説など
▽警官の道／呉勝浩など／913ケ
▽心霊探偵八雲 Short Stories ／神

永学／913カ
▽探花／隠蔽捜査９／今野敏／913

コ
▽鑑定人氏家京太郎／中山七里／

913ナ
▽アクトレス／誉田哲也／913ホ
▽土佐くろしお鉄道殺人事件／西村

京太郎／913ニ

●そのほかの小説など
▽母の待つ里／浅田次郎／913ア
▽あずかりやさん５／大山淳子／

913オ
▽いえ／小野寺史宜／913オ
▽奇跡／林真理子／913ハ

●エッセイ
▽ないものねだるな／阿川佐和子／

914ア
▽捨てない生きかた／五木寛之／

914イ

図書館情報

　図書館ではペットに関する本が大変
人気です。今回は、犬や猫の写真集や
関連本を集めて展示 ･ 貸出します。ど
うぞご利用ください。

　○まるごとわかる犬種大図鑑
　○犬と暮らす
　○ちび柴さん
　○まるありがとう
　○猫のヒミツ

●「犬の本、猫の本」特集

「犬と猫」ペットの本でリラックス！

図書館おやすみカレンダー 4月の図書館行事
▼４／６（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼４／20（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷
▼４／23（土）～６／12（日）
　春の読書スタンプラリー
▼４／23（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

▼色の濃い日が休館日です。

▼期間  ４／23（土）～６／12（日）
▼対象　すべての図書館利用者
▼内容　期間中に図書館の本を１冊

借りると、台紙にスタンプを１つ
押します。スタンプを30個集める
と、その場で粗品をプレゼントし
ます。

▼期間　４／23（土）～本がなくな
り次第終了
▼対象　貸出券をお持ちの中学生以

上の方

▼内容　図書館で受け入れて１年以
上経過した雑誌、除籍した古本な
どを決められた冊数だけ差し上げ
ます。

●楽しみながら本を読もう！「春の読書スタンプラリー」

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
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町
の
人
口

令
和
４
年
２
月
28
日
現
在

世帯数／2120（±０）
人口／5124（－17）
男／2493（－10）
女／2631（－７）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
４

月
11
日（
月
）か
ら
４
月
17
日（
日
）

ま
で
の
１
週
間
、『
お
う
ち
時
間

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
』
を

統
一
標
語
に
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が

乾
燥
し
、
山
火
事
や
枯
草
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
た

き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

ど
、
小
さ
な
火
か
ら
で
も
燃
え

広
が
り
ま
す
の
で
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
住
宅
火

災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
尊
い

命
を
守
る
た
め
、
地
域
一
丸
と

な
り
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
ご

家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
山
火
事
等
予
防
対
策
の
ポ
イ

ン
ト

○
ご
み
の
焼
却
処
分
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却
等
は
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
近
隣
住
民
の
生

活
環
境
に
支
障
を
来
す
よ
う
な

場
合
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

○
焼
却
の
際
は
、
水
バ
ケ
ツ
等

な
ど
消
火
の
準
備
を
し
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
こ
と
。

○
そ
の
場
を
離
れ
る
際
は
、
完

全
に
消
火
す
る
こ
と
。

○
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
、
ま
た
火
災
注
意

報
発
令
中
は
屋
外
で
火
気
を
使

用
し
な
い
こ
と
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

１
．
三
戸
警
察
署
の
新
庁
舎
移

転
に
つ
い
て

　

三
戸
警
察
署
は
令
和
４
年
３

月
22
日
に
三
戸
町
大
字
川
守
田

字
関
根
４
番
地
３
に
移
転
し
ま

し
た
。

２
．
上
郷
連
絡
所
の
譲
渡
に
つ

い
て

　

上
郷
連
絡
所
に
つ
い
て
は
昨

年
業
務
を
廃
止
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
付
け

で
建
物
を
田
子
町
役
場
に
譲
渡

し
ま
し
た
。
今
後
、
建
物
に
関

す
る
こ
と
は
田
子
町
役
場
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
斗
川
駐
在
所
の
廃
止
に
つ

い
て

　

斗
川
駐
在
所
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
３
月
31
日
で
廃
止
と
な

り
、
三
戸
警
察
署
地
域
課
所
在

地
交
番
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

5
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

6
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00～正午

8
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

12
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

13
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

15
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30

19
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

20
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～正午
子宮頸がん予防接種（せせらぎの郷）
午後3:30～5:00

22
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

26
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00～午後2:30

27
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30～正午

４月の主な保健・介護予防事業予定表

■  住宅防火　いのちを守る　10のポイント

  

４
つ
の習

慣
　

１．寝たばこは絶対にしない、させない。
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６
つ
の
対
策

１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付
いた機器を使用する。

２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
10年を目安に交換する。

３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及び
カーテンは、防炎品を使用する。

４．火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方
を確認しておく。

５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確
保し、備えておく。

６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防
火対策を行う。

問三戸消防署田子分署 ☎３２−３１０４

お悔やみ
●澤頭信男（86歳）長坂
● 村ハナ（100歳）向山
●大石三男（80歳）西舘野
●穗積のぶ（95歳）新田
●関口清治（93歳）川向
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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田
子
高
等
学
校
で
は
閉
校
事

業
の
１
つ
と
し
て
、
２
月
25
日
午

後
６
時
か
ら
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
花

火
」
を
行
い
ま
し
た
。
日
中
あ
っ

た
風
が
お
さ
ま
り
、
空
に
は
星
が

見
え
て
い
ま
し
た
。
今
回
も
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
生
徒
と
保
護
者
の
み

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
５
つ
。
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
位
に

お
礼
の
意
味
を
込
め
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
１
番
「
緑
輝
く
学
び
舎
に
44
年

の
感
謝
を
込
め
て
」
は
緑
色
の
花

火
を
中
心
に
小
さ
な
光
が
点
滅

す
る
花
火
が
重
な
っ
て
、
生
徒
の

将
来
に
光
輝
く
明
る
い
道
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
と
、
素
敵
な
音

楽
と
と
も
に
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
さ
に
音
楽
と
花
火
の
競
演
！

「
み
か
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

み
の
あ
る
中
島
美
華
さ
ん
を
司
会

に
迎
え
、
花
火
の
演
出
に
一
役
買

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
番
目

は
「
祝　

う
ま
い
も
ん
甲
子
園
準

優
勝
！
」。
ガ
マ
ズ
ミ
ジ
ュ
レ
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
赤
の
ボ
ー
ル
状
の

花
火
な
ど
で
、
最
後
ま
で
見
た
目

に
こ
だ
わ
っ
た
華
や
か
さ
を
花
火

で
表
現
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
「
冬
の

夜
空
に
思
い
を
寄
せ
て
」。
し
っ

と
り
と
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
中
で
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
級
友
や
家
族
な
ど

に
当
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
た
後
、
大
き
な
声
で
「
３
、

２
、
１
、
あ
り
が
と
う
！
」
ヒ
ュ

ル
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
～
バ
～
ン
！！
と

抜
群
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
打
ち
上
が

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
観
覧
者
全
員
が
感
動
し

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
「
田
子
の
杜

の
芸
能
」
で
は
本
校
郷
土
芸
能
部

の
神
楽
の
お
囃
子
に
乗
せ
て
、
妖

艶
さ
や
鶏
舞
、
盆
舞
を
表
現
し
た

花
火
で
し
た
。
最
後
に
「
田
子
高

校
に
響
く
エ
ー
ル
」
で
合
計
５
０

０
発
を
打
上
げ
、
力
づ
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
原
稿
・
画
像
提
供　
田
子
高
等
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

３
月
５
日
、
青
森

県
・
岩
手
県
の
ユ
ニ
バ

ー
ス
20
店
舗
で
「
第
10

回
ご
当
地
絶
品
！
う
ま

い
も
ん
甲
子
園
」
で
準

優
勝
に
輝
い
た
田
子
高

校
総
合
文
化
部
考
案
の

「
田
子
イ
チ
推
し
♡
寿
司
」
が（
20
店
舗

あ
わ
せ
て
）１
５
０
０
食
限
定
で
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
う
ま
い
も
ん
甲
子
園
を
見

て
、
田
子
高
校
を
応
援
し
て
い
た
方
々

が
た
く
さ
ん
訪
れ
、
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。
私
も
母
と
一
緒
に
、
近
く
の
ユ

ニ
バ
ー
ス
へ
行
き
「
田
子
イ
チ
推
し
♡

寿
司
」
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。「
田
子
イ

チ
推
し
♡
寿
司
」
は
３
種
類
の
に
ん
に

く
が
味
わ
え
る
仕
様
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
が
私
は
に
ん
に
く
甘
酢
漬
け
の
お

寿
司
が
一
番
の
推・
・し
で
す
。
※
推
し
と

は
、
人
に
す
す
め
た
い
ほ
ど
気
に
入
っ

て
い
る
物
な
ど
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
「
田
子
イ
チ
推

し
♡
寿
司
」
を
購
入
し
た
と
い
う
投
稿

を
多
数
見
か
け
、
改
め
て
、
田
子
高
校

は
地
域
に
愛
さ
れ
て
い
る
高
校
な
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

ほ
り
あ
い
）

暦
よ
り
遅
れ
て
北
の
春
兆
す 

や
な
た
翠
芳（
孝
芳
）

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
ず
れ
の
季
寄
せ
日
脚
伸
ぶ

 

森
き
よ
し（
清
）

木
の
幹
で
爪
を
研
ぐ
猫
寒
明
く
る 

川
村
キ
ヱ

ふ
き
の
た
う
か
ほ
り
は
好
き
と
ひ
と
つ
積
む

 

山
本
一
枝
子

人
声
の
遠
く
に
聞
こ
え
暖
か
し 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

雪
消
し
を
撒
き
て
始
ま
る
農
日
記 

原
　
秋
月（
菊
次
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興

味
の
あ
る
方
は
、

田（
☎
32
‐
３
８
７
８
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　 田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
２
年
４
月
号
（
令
和
４
年
３
月
23
日
発
行
）
通
算
第
７
４
９
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム
はじめてのハッピーバースデイ
令和３年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●澤口奏
そ う た

汰ちゃん
Ｒ3.3.16

（七日市・男の子）
奏汰くん１歳おめでと
う！ いつもニコニコな
笑顔に癒やされてます。
優しくたくましい男の
子になってね☆

●上沢海
み お

桜ちゃん
Ｒ3.3.20

（干草場・女の子）
素敵な笑顔でいつも家族
を明るくしてくれる海桜
ちゃん。これからもご飯
をモリモリ食べて、スク
スク大きくなってね！

かんたん！かんたん！
野菜レシピ♬野菜レシピ♬
キャベツの
花シュウマイ

（材料）約12個分
キャベツ 1/4個
　　豚挽肉 200g
　　おろし生姜 大さじ１
ａ　塩 小さじ1/4
　　醤油 小さじ２
　　ごま油 小さじ１

ｂ　玉ねぎ 1/2個
　　片栗粉 大さじ２
練り辛子 適量

（作り方）
① キャベツは細切りにし、電子レンジ
（600W）で２分ほど加熱する。玉ね
ぎはみじん切りにする。

② ボウルにａを入れ、粘りが出るまで混
ぜる。混ぜ合わせたｂも加え、さらに
混ぜる。

③ ②をボール状に丸め、周りにキャベツ
をまんべんなくまぶす。

④ フライパンに水50cc を注ぎ、クッキ
ングシートを敷く。③を並べ、ふたを
して中火で10分ほど蒸したらできあ
がり。

★シュウマイの皮の代わりにキャベツを
使うレシピです。皮で包む手間がない
のでラクに作ることができるほか、キ
ャベツが花のように見えて華やかなシ
ュウマイに仕上がります。

★キャベツのビタミンＣは加熱に弱く水
にも溶けやすいため、蒸して食べるの
がおすすめです。

（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

　２月25日、タッコファーマーズ
マーケット２号店にて、「田子イチ
推し♡寿司弁当」の販売会が開催
されました。「田子イチ推し♡寿司」
は、青森県立田子高等学校総合文
化部の西野ユウナさんと寺沢大介
さんが、「第10回ご当地！絶品う
まいもん甲子園」に向け考案した
メニューで、大会では見事準優勝

に輝いた一品です。
　１年かけて考えたメニューを商品化し、たくさんの人々に食べ
てもらうことで、田子高校が閉校になった後も田子高校の名を残
し続けたいという総合文化部の熱い思いにより「田子イチ推し♡
寿司弁当」の販売会が実現しました。
　販売会当日は、メニュー考案者である総合文化部の二人が直
接、購入者へお弁当を手渡し、「うまいもん甲子園の応援ありが
とうございました」「田子町の皆さんのおかげで準優勝を受賞で
きました」とお礼を伝えました。
　お弁当を購入した方々は、「楽しみにしてきました。お顔が見
られてうれしいです」「テレビを見て来ました。がんばったね」
と笑顔で受け取っていました。

お世話になった田子町へ感謝の気持ちを込めてお世話になった田子町へ感謝の気持ちを込めて
「田子イチ推し♡寿司弁当」販売「田子イチ推し♡寿司弁当」販売

田子イチ推し♡寿司弁当を手渡す
寺沢さん（左）と西野さん（中央）

（写真左）田子イチ推
し♡寿司弁当

（写真右）西野さんが
デザインした田子神楽

（鶏舞）のパッケージ

一
、

常と
き
わ
き
磐
木
茂
る　
山
山
を

見
晴
ら
す
丘
に　
窓
高
く

光
溢あ

ふ

れ
る　
校
舎
あ
り

陸み
ち
の
く奥　
こ
こ
に　
青
春
の

日
々
を
悔
い
な
く　
生
き
る
と
こ
ろ

高
校　
そ
の
名　
田
子　
お
お

田
子
高
校

二
、

流
れ
て
止
ま
ず　
ひ
た
走
る

熊
原
川
の　
行
く
方
に

思
え　
無
限
の
未
来
あ
り

次
代
を
望
む　
わ
れ
ら
ま
た

今き
ょ
う日
を
新
た
に　
努
め
励
む

自
立
の　
そ
の
名　
田
子　
お
お

田
子
高
校

三
、

薫く
ん
ぷ
う風
そ
よ
ぐ　
夏
の
日
も

豪ご
う
せ
つ雪
吹ふ

ぶ雪
く　
冬
の
日
も

苦
楽
一
つ
に　
師
友
あ
り

協
和
の
気
風　
誇
ら
し
く

友
よ　
郷
土
に　
光
添
え
ん

栄
あ
れ　
そ
の
名　
田
子　
お
お

田
子
高
校

青
森
県
立
田
子
高
等
学
校　
校
歌

　
小　
林　
純　
一　
作
詞

　
中　
田　
喜　
直　
作
曲


